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書
の
歴
史
と
魅
力
を
全
身
に
感
じ
、
心
を
豊
か
に
し
、
情

熱
を
持
っ
て
腕
前
の
上
達
・
進
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
標
に

し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

昨
年
は
、
定
期
講
座
・
教
養
講
座
に
お
い
て
各
自
の
力
を

向
上
さ
せ
、
滉
陽
書
道
展
・
奏
楽
展
・
講
座
展
に
お
い
て
創
作

作
品
を
発
表
し
、
読
売
書
法
展
や
日
本
書
芸
院
展
な
ど
の
公

募
展
活
動
に
取
り
組
み
、
好
成
績
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
た
だ
、
活
動
が
多
岐
に
渡
り
散
漫
に
な
っ
た
面
を
踏
ま

え
本
年
度
は
活
動
を
整
理
・
集
約
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

今
年
の
重
点
目
標
は
初
心
に
戻
り
①
臨
書
の
取
り
組
み
を

よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
と
、
②
細
字
を
鍛
錬
す
る
こ
と
に
致

し
ま
す
。 

創
作
の
勉
強
は
杭
迫
先
生
の
次
の
言
葉
を
引
用
し
ま
す
の

で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。 

 

「
一
流
の
作
品
は
〝
豊
か
で
〟
〝
麗
し
く
〟
〝
大
胆
で
〟 

〝
ユ
ー
モ
ア
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
〟
」 

  

 

１
．
作
品
発
表
会 

 

1-1
．
滉
陽
書
道
展 

今
年
の
会
場
は
「
草
津
市
立
草
津
ク
レ
ア
ホ
ー
ル
」
へ

移
り
ま
す
。 

会
場
の
環
境
・
雰
囲
気
は
良
好
で
す
が
、
床
面
積
や
壁

面
が
少
な
く
な
り
展
示
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、

展
示
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
力
一
杯
の
作
品
を
発

表
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

 
1-2
．
奏
楽
展 

華
道
・
華
祐
会
と
共
催
し
ま
す
「
華
と
書
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
の
中
で
取
り
組
み
四
月
に
開
催
し
ま
す
。

滉
陽
書
道
展
や
公
募
展
で
は
表
現
で
き
な
い
作
品
に

挑
戦
し
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

２
．
公
募
展 

 

2-1
．
読
売
書
法
展 

公
募
展
の
中
心
と
位
置
づ
け
今
年
度
も
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

2-2
．
日
本
書
芸
院
展 

読
売
書
法
展
、
日
展
へ
の
実
力
養
成
の
機
会
と
位
置

づ
け
取
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

2-3
．
日
展 

取
り
組
み
は
会
員
の
随
意
と
し
ま
す
。 

 

 

2-4
．
地
方
展
（
県
展
） 

活
動
の
拠
点
で
あ
る
滋
賀
県
の
書
文
化
の
発
展
と
向

上
を
願
い
県
展
、
市
展
等
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。 

 

2-5
．
シ
ル
バ
ー
展 

生
涯
学
習
の
一
環
と
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

2-6
．
勤
労
者
美
術
展
お
よ
び
道
風
臨
書
展
へ
の
取
り
組
み 

出
品
を
希
望
す
る
会
員
に
は
全
面
的
に
支
援
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。 

 

2-7
．
滋
賀
読
売
競
書
大
会 

「
滋
賀
書
作
家
協
会
」
が
主
催
す
る
行
事
で
あ
り
今

年
度
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

３
．
講
座
関
係 

3-1
．
定
期
講
座 

① 

古
典
講
座
、
②
古
筆
講
座
、
③
調
和
体
講
座
は 

基
幹
講
座
と
し
て
継
続
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

3-2
．
重
点
目
標
の
取
り
組
み
：
勉
強
会 

①
臨
書
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
と
、

②
細
字
を
鍛
錬
す
る
こ
と
の
取
り
組
み
は
、
発
表
方

法
を
含
め
担
当
執
行
役
員
が
起
案
し
執
行
役
員
会
で

討
議
決
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

４
．
広
報
活
動 

４-1
．
機
関
紙
「
滉
陽
」
の
発
刊 

会
員
に
対
す
る
①
行
事
情
報
の
伝
達
、
②
書
の
技
術

情
報
の
紹
介
、
③
書
に
対
す
る
意
識
や
関
心
を
喚
起

す
る
記
事
な
ど
を
中
心
に
構
成
し
充
実
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

以
上 
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平
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十
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書
道
研
究
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滉
陽
会 
活
動
方
針 

 

会
長 

安
居
暢
翰 
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二
〇
一
七
年
十
一
月
分 

生
徒
部
八
段
位
合
格
者 

 

 

久
野
部
教
室 

 

中
三 

山
本
悠
乃 

硬
筆 

 
 
 
 
 

 
 
 

中
三 

堤 

結
希 

硬
筆 

 
 
 
 
 

 
 
 

中
三 

田
邊
優
花 

硬
筆 

城
北
教
室 

 
 

中
二 

宮
本
萌
生 

毛
筆 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
三 

岸
本 

萌 

毛
筆 

青
山
教
室 

 
 

中
三 

古
家
侑
佳 

毛
筆 

湖
城
教
室 

 
 

中
二 

山
田
凜
音 

毛
筆 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
二 

立
川
由
華 

硬
筆 

彦
根
稲
枝
教
室 

中
三 

野
口
美
咲 

毛
筆 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
三 

西
山
千
晴 

毛
筆 

   

◎
合
格
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
今
回
お
二
人
の
作
文
課
題

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

◆
私
と
習
字 

 

彦
根
稲
枝
教
室 

中
三
年 

西
山
千
晴 

 

私
は
、
幼
稚
園
の
頃
に
友
達
と
一
緒
に
習
字
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
た
だ
文
字
を
書
い
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
感
覚
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
続
け
て
い
る

う
ち
に
級
が
上
が
る
こ
と
が
嬉
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

最
初
と
は
違
い
、
も
っ
と
綺
麗
な
字
を
書
い
て
上
を
目
指

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
今
ま
で
頑
張
っ
て
続
け
て

き
ま
し
た
。 

「
字
め
っ
ち
ゃ
上
手
や
な
！
」
「
そ
ん
な
綺
麗
に
書
け
て

羨
ま
し
い
」
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
事
が
多
く
な
っ
て
、

習
字
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

途
中
で
、
な
か
な
か
昇
段
せ
ず
に
投
げ
出
し
た
く
な
る

事
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
お
手
本
を
見
て
、
先
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
何
度
も
書
い
て
い
き
ま
し
た
。

丁
寧
に
細
か
い
部
分
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、
先
生

方
に
は
感
謝
し
た
い
で
す
。 

 

私
の
学
校
で
、
書
道
家
の
金
澤
翔
子
さ
ん
に
お
話
が
聞

け
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
翔
子
さ
ん
の
作
品
を
見
て
、

涙
を
流
す
方
も
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
驚
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
時
、
私
も
自
分
の
文
字
で
何
か
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
な
字
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
の

私
は
、
お
手
本
を
見
た
ま
ま
に
書
こ
う
と
し
て
、
硬
い
線

に
な
っ
て
い
る
事
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
生

に
も
、
流
れ
が
大
切
と
教
わ
っ
た
の
で
も
っ
と
も
っ
と
頑

張
り
た
い
で
す
。 

 

段
を
上
げ
る
事
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
ら
し
い
文
字
が
書

け
る
よ
う
に
な
る
事
を
目
標
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
今
よ
り
も
楽
し
ん
で
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。 

 

◆
私
と
習
字 

 
 

城
北
教
室 

中
三
年 

岸
本 

萌 

 

私
が
書
道
を
始
め
た
の
は
、
「
習
字
、
習
っ
て
み
る
？
」

と
祖
母
に
言
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
当
時
、
私
は

小
学
二
年
生
で
習
字
と
言
わ
れ
て
も
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
の
字
が
と
て
も
綺
麗
で
「
私
も

こ
ん
な
字
を
書
き
た
い
」
と
思
い
、
先
生
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
し
た
。
毎
月
、
お
手
本
が
届
く
た
び
に
「
今
月
は

こ
こ
が
難
し
い
か
ら
気
を
付
け
よ
う
」
や
「
こ
の
部
分
の

は
ら
い
は
丁
寧
に
ゆ
っ
く
り
書
こ
う
」
と
意
識
し
て
書
く

こ
と
で
、
昇
段
し
、
字
が
上
手
に
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ

ら
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

 

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
作
品
展
で
の
受
賞
や
家
族
や
親
せ

き
か
ら
、
「
字
が
上
手
だ
ね
」
と
褒
め
ら
れ
る
様
に
な
り
、

そ
れ
は
と
て
も
嬉
し
く
、
私
の
大
き
な
自
信
に
も
な
り
ま

し
た
。
小
学
生
の
間
は
、
友
達
に
比
べ
自
分
に
は
特
技
と

呼
べ
る
も
の
が
無
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
な
ら
胸

を
張
っ
て
堂
々
と
「
私
の
特
技
は
習
字
で
す
」
と
言
え
ま

す
。
そ
れ
く
ら
い
私
に
と
っ
て
習
字
は
と
て
も
大
事
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
習
字
も
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
小
学
四
年
生
の
大
事
な

作
品
を
書
い
て
い
た
時
で
す
。
そ
の
日
は
全
く
上
手
に
書

く
こ
と
が
出
来
ず
、
何
枚
書
い
て
も
、「
こ
れ
だ
」
と
い
う

作
品
が
仕
上
が
ら
ず
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
生
も
「
疲

れ
た
の
な
ら
、
今
日
は
終
っ
て
も
い
い
よ
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
良
い
も
の
が
書
き
た

く
て
「
も
う
一
枚
く
だ
さ
い
」
と
粘
っ
て
書
き
上
げ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
あ
の
日
の
苦
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
、

学
校
で
の
辛
い
こ
と
や
ど
ん
な
に
嫌
な
こ
と
も
、
乗
り
越

え
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

私
に
と
っ
て
習
字
は
、
体
の
一
部
の
様
に
と
て
も
大
事

な
存
在
で
す
。
こ
の
、
習
字
で
学
ん
だ
一
つ
一
つ
の
事
を

大
事
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
習
字
や
高
校
生
活
な
ど
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
の
様
に
自

分
も
誰
か
に
字
を
教
え
ら
れ
る
様
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。 

会　長 安居　暢翰
師　範 中川　翠玲
理　事 伊部　芳翠
理　事 中間　翠洸
参　事 山本　華泉
参　事 山本　青玲
参　事 井狩　遊雪
参　事 古川　圭翠
参　事 久田　萠玉
参　事 下村　荘香
副理事 堤　　篁雲
副理事 木村　香雪
副参事 富田　蒼月
副参事 引間　京華
副参事 宮﨑　恵舟
副参事 改発　蒼風
副参事 日下部雅苑
副参事 若江　翠園
副参事 木村　静宵
副参事 野口　虹翠
副参事 河野　翠風
副参事 土田　純香
副参事 山田　翠陽
副参事 織田　蒼雪
副参事 井上　照華
副参事 川田　幸洲
監　事 古家　峰翰
参　与 属　　琴泉
参　与 吉岡　浄香
参　与 大島　祥鶴
評議員 寺井　妙香
評議員 古株　崇渓
評議員 蜂谷　煌翠
評議員 柴田　翠湖

平成３０年度 役員

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 
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生
徒
部
八
段
位
と
は
？ 

日
本
習
字
生
徒
部
の
最
高
位
で
す
。
合
格
す
る
と
「
特

待
生
」
と
し
て
、
成
人
対
象
の
手
本
で
学
習
出
来
ま
す
。

合
格
さ
れ
た
多
く
の
方
が
特
待
生
と
し
て
学
習
を
続
け

て
い
ま
す
。 

試
験
内
容
は
、
①
実
技
試
験 

②
理
論
試
験 

③
作
文
（
題
は
『
わ
た
し
と
習
字
』
） 

    

二
〇
一
八
年
一
月
十
九
日
（
金
）
か
ら
一
月
二
十
五
日
（
木
）

ま
で
、
野
洲
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
古
典
・
古
筆
・
調

和
体
、
ま
ほ
ろ
ば
の
四
講
座
の
一
年
間
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。 

             

第
六
回 

華
と
書
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

（
主
催
：
池
坊
華
佑
会
支
部
、
書
道
研
究
滉
陽
会
） 

四
月
十
四
日
・
十
五
日
守
山
市
民
ホ
ー
ル
展
示
室
に
て

華
と
書
の
合
同
展
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
二

十
五
組
五
十
人
。
統
一
テ
ー
マ
は
〝 

笑 

〟
。 

華
と
書
二
人
一
組
と
な
り
各
組
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
作

品
作
り
を
行
い
ま
し
た
。 

    

二
〇
一
七
年
十
二
月
八
日
〜
十
四
日 

野
洲
図
書
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て
久
野
部
教
室
、
蒼
風
教
室
合
同
の
教
室
展
を

開
催
致
し
ま
し
た
。 

作
品
は
、
滉
陽
書
道
展
で
発
表
し
た
作
品
と
、
毎
月
の

教
室
で
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
や
、
合
同
展
に
向
け
て
制

作
し
た
色
紙
、
葉
書
、
半
切
作
品
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
作
品
を
展
示
致
し
ま
し
た
。 

期
間
中
に
は
、
教
室
に
通
わ
れ
て
い
る
生
徒
さ
ん
や
図

書
館
を
利
用
さ
れ
る
た
く
さ
ん
の
方
々
に
観
て
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

                 

◆
久
野
部
教
室
が
左
記
の
通
り
変
更
に
な
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

［ 

野
洲
駅
前
教
室 

］ 

野
洲
市
小
篠
原
二
一
四
二
―
一
三
（
駅
前
自
治
会
館
） 

毎
火
曜
日 

午
後
四
時
か
ら
午
後
八
時 

 

   

【
第
十
回
滋
賀
読
売
競
書
大
会
】
（ 

）
内
、
学
年 

 

優
秀
団
体
賞 

 
 
 
 
  

書
道
研
究 

滉
陽
会 

読
売
大
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
間
翠
洸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
江
由
奈
（
小
三
） 

第
十
回
記
念
賞 

 
 

清
水
遥
加
（
小
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
立
花
音
（
高
三
） 

金
賞 土

田
純
香 

 
 
 
 
 
 

新
屋
咲
希
（
小
二
） 

大
西 

 

輝
（
小
三
） 

 
 
 
 
 
 

加
藤
歩
夢
（
小
三
） 

龍
後
昊
平
（
小
五
） 

 
 
 
 
 
 

平
井
太
喜
（
小
六
） 

谷
元
優
稀
（
中
一
） 

 

◇
滋
賀
読
売
競
書
大
会
は
、
四
月
二
十
八
日
（
土
）
～
三

十
日
（
月
）
大
津
市
歴
史
博
物
館
に
て
全
国
シ
ル
バ
ー

書
道
滋
賀
展
と
同
時
開
催 

  

【
日
本
書
芸
院
展
】 

特
別
賞 

 
 
 
 

：
伊
部
芳
翠 

準
特
別
賞 

 
 
 

：
富
田
蒼
月 

 

木
村
静
宵 

：
宮
﨑
恵
舟 

特
選 

 
 
 
 
 

：
木
村
香
雪 

 

井
上
照
華 

：
引
間
京
華 

 

人
部
京
翠 

：
日
下
部
雅
苑 

一
科
員
推
薦
賞 

 

：
橋
本
翠
遊 

二
科
員
推
薦
賞 

 

：
山
川
桐
葉 

 

内
山
暢
聡 

 

◎
中
川
翠
玲
先
生
が
日
本
書
芸
院
よ
り
審
査
員
を 

 

委
託
さ
れ
ま
し
た 

   

教
室
展 

久
野
部
教
室
・
蒼
風
教
室 

受
賞
者
報
告 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

講
座
発
表
会 
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「
楽
し
く
共
に
書
き
ま
し
ょ
う
」
会
の
開
催 

 

今
年
度
の
活
動
方
針
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
①
臨
書
の
取

り
組
み
を
一
層
深
め
る
こ
と
②
細
字
を
鍛
錬
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
、
右
記
二
点
を
併
せ
て
月
に
一
回
程
度
不
定

期
で
は
あ
り
ま
す
が
「
楽
し
く
共
に
書
き
ま
し
ょ
う
」
会

を
開
催
致
し
ま
す
。
細
字
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
日

本
の
古
典
を
中
心
に
半
紙
に
、
ま
た
半
切
に
は
中
国
の
古

典
を
書
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
半
切
に
書
く
古
典
に

つ
い
て
の
課
題
は
各
自
の
自
由
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
参
加
時
間
は
自
由
、

会
場
は
守
山
教
室
で
。
細
字
、
半
切
併
せ
て
約
十
人
ま
で
。

第
一
回
目
は
三
月
二
十
五
日
（
日
）
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
は
約
一
か
月
前
に
守
山
教
室
の
白
板
に
掲
示

致
し
ま
す
。 

対 
 

象
：
滉
陽
会
員 

細
字
課
題
：
空
海 

風
信
帖 

橘
逸
勢 

伊
都
内
親
王
願
文 

嵯
峨
天
皇 

光
定
戒
牒 

小
野
道
風 

屏
風
土
代 

藤
原
行
成 

白
楽
天
詩
巻 

藤
原
佐
理 

離
洛
帖 

日
本
習
字
原
田
観
峰
臨 

蘭
亭
叙 

智
永 

千
字
文 

 

第
三
十
九
回 

滉
陽
書
道
展 

  

今
年
の
滉
陽
書
道
展
は
、
昨
年
の
大
津
市
歴
史
博
物
館

か
ら
、
会
場
を
「
草
津
市
立
草
津
ク
レ
ア
ホ
ー
ル
」
へ
移

し
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
期
は
十
月
十
二
日
（
金
）
～
十

四
日
（
日
）
の
三
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
、
軸
表
具
を
一
新
し
今
年
も
同
様
の
表
具
で
展
示

い
た
し
ま
す
。
又
、
サ
イ
ズ
が
変
更
に
な
り
ま
す
が
「
一

字
書
」
や
「
全
臨
」
に
も
従
来
通
り
取
り
組
み
ま
す
。
昨
年

よ
り
会
場
は
手
狭
に
な
り
ま
す
が
、
年
に
一
度
の
作
品
発

表
の
機
会
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
力
溢
れ
る
作
品
を
展
示

し
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

    

■
篆
書
講
座
【
十
一
月
五
日
】
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
） 

＊
習
っ
て
み
た
か
っ
た
篆
書
の
基
礎
、
基
本
を
山
本
華
泉

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

＊
自
分
の
落
款
を
作
る
際
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
し
、
篆

書
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

■
書
道
史
講
座
【
十
一
月
十
二
日
】
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
） 

＊
少
し
ず
つ
、
味
見
し
な
が
ら
書
道
史
を
学
べ
た
気
が
し

た
。
＊
前
回
、
書
道
史
を
受
講
し
た
の
で
す
が
、
二
度
目

で
さ
ら
に
理
解
で
き
ま
し
た
。 

 

■
裏
打
ち
講
座
【
十
一
月
二
十
六
日
】 

講
座
で
は
、
半
紙
作
品
を
裏
打
ち
し
て
い
き
ま
し
た
。
先

生
が
作
業
の
手
本
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
て
か
ら
の
体
験
で

し
た
。
実
際
の
作
業
で
は
糊
の
微
妙
な
加
減
や
板
に
作
品

を
張
り
付
け
る
際
の
空
気
の
抜
き
方
な
ど
、
見
る
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
加
減
を
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら

体
験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

           

【
お
知
ら
せ
】 

定
期
講
座
（
古
典
講
座
・
古
筆
講
座
）
の
会
場
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

◆
新
会
場
：
近
江
八
幡
市
孫
平
治
町
一
丁
目
一
三
―
三 

 
 
 

（
旧
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お
ほ
り
ば
た 

         

教
養
講
座 

（
平
成
二
十
九
年
） 

↑ 篆刻講座 

↓
裏
打
ち
講
座 

月 日 曜日 内　　容 月 日 曜日 内　　容

5 12 土 執行役員会 9 8 土 執行役員会

20 日 古典講座 9 日 滉陽展　葉書回収

6 3 日 調和体講座 16 日 古典講座

10～12 日～火 読売錬成会 17 月 滉陽展　作品提出

17 日 古筆講座 10 7 日 調和体講座

7 8 日 滉陽展　臨書添削会 11 木 滉陽展　準備

14 土 執行役員会 12～14 金～日 滉陽展(14日撤収）

15 日 古典講座 21 日 古筆講座

29 日 滉陽展　臨書添削会 28 日 滉陽展　清算締切

8 5 日 調和体講座 11 10 土 執行役員会

10 金 滉陽展　出品票提出 18 日 古典講座

19 日 古筆講座 12 2 日 調和体講座

26 日 滉陽展　臨書添削会 16 日 古筆講座

【　平成30年度　年間行事予定　】

【編集後記】今年最初の機関紙の完成です。寒さの厳しかった冬も終わり、新しい

年度が始まりました。今年も頑張りましょう。（M） 


